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＜放射線診断科＞  

放射線診断科 の研究は「患者さんの画像を解析する」臨床研究が中心となります．そのため，

臨床データを扱いながら学生でも研究者として活躍することができます．  

1) MRエラストグラフィ：物質の硬さをMRIで定量する．肝硬変の非侵襲的診断として今日広く

行われるようになった方法です．MRエラストグラフィの研究においては，山梨大は国内ナン

バーワンの実績があります．  

2) 拡散強調像の新しい展開： 造影剤を使わずに組織灌流量が評価できるIVIM imaging，Gaussian 
diffusion を仮定せずにより精密な拡散現象を観察する diffusion kurtosis imagingや q-space 
imaging，など．いずれもプロトン分子の拡散現象を画像化する手法ですが， わからないこと

が多い奥の深い研究分野です．MRの基礎を学びながら，理論背景から臨床応用までいろいろ

な角度から拡散強調像を検証します．  

3) computed DWI ：異なる強度の拡散強調像から任意の画像を合成し新たなコントラストを作る

手法．これから製品として発売が開始される新しい診断法を先取りできます．どの疾患に使

えば効果的なのか？アイデア力が求められます．  

4) accelerated 3D-GRE による多時相動脈相撮像：従来のダイナミックMRIを５−６倍高速化させた

シークエンスを用いて今までにない高い時間分解能で病変の血行動態を評価する．最近，肝

のダイナミックMRIにおける検討を行い興味深い結果が得られました．今後の発展が期待され

る新しい撮像法です．  

 

いずれも臨床で行われている検査画像を研究材料として用いた臨床研究です． 最先端の画像診断

法を用いて「何が見えるか？」を突き詰めてみませんか．  

 

＜放射線治療科＞  

治療科においても臨床例を対象とした臨床研究が主になります．近年の放射線治療法の進歩

により，治療効果や副作用に対する臨床評価が必要とされています．以下のテーマはその一例で

す．多数の臨床例を解析して放射線治療分野での新たなエビデンスの確立を目指します．  

1) 前立腺小線源治療の線量パラメータと有害事象と関係  

前立腺癌に対する小線源永久挿入療法（ｼｰﾄﾞ治療）においては，線源挿入後の尿道および直

腸の線量が急性期・晩期有害事象の発現に相関すると言われている．各線量パラメータの内，

有害事象の発現に相関するものを解析し見出す．  

2) 頭頸部癌の強度変調放射線治療（IMRT）における唾液腺照射線量と唾液分泌の関係  

頭頸部癌の放射線治療において，唾液腺への照射による唾液腺障害が治療後のQOLに大きく影

響している．IMRTによる唾液腺の照射体積・線量（DVH）と唾液分泌量の関係を解析する．

唾液分泌量の測定は客観的指標として，口腔水分計を用いる．  

3) 頭頸部癌の放射線治療後の内頸動脈の狭小化の発生因子についての検討  

頭頸部癌の放射線治療後の晩期有害事象として，内頸動脈の狭小化が近年注目されている．

局所照射因子（線量，体積，長さ，部位）と狭小化の発現頻度について調べる． 



 
4) 肺癌放射線治療前後の呼吸機能変化と肺機能画像，DVHパラメ―タの関連  

当院で治療を行う肺癌放射線治療症例を対象とする．治療前後（治療前，治療後6カ月）の精

密肺機能検査のデータおよび治療前後（治療前，治療後6カ月）の肺機能画像検査データ，放

射線治療計画のDVHパラメ―タの関連を調べ，放射線治療による呼吸機能低下の予測因子を検

討する．  

5) ”簡易型呼吸モニタリング装置Abchesの教育アプリの作成とその効果の検証”  
 

当科で開発し特許を取得した”簡易型呼吸モニタリング装置Abches”は，今や多くの施設で利用

されている．Abchesの教育用アプリを開発し，その効果について検証する．  
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